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移動によって見いだされた故郷と移動のなかで変容する故郷
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おわりに

　本論は，近代日本において生地からの移動によって見いだされた故郷の物語が，現代においてど
のように変貌し，実体と言説の境界面においてどのようなゆらぎを抱えているかを検討する。故郷
を巡る物語は，様々なメディアのなかに表出され，出郷や離郷，場合によっては故郷喪失の経験
をもつ多数の都市生活者の内面に刻み込まれてきた。そのような物語はいくつかの定型を構成しつ
つ，地方にとどまった者や地域間を往還する者たちにも受容され，変奏されて紡ぎだされていった。
　これまで故郷観や故郷の物語についての研究の多くは，都市に住む出郷者たちの社会組織や心性
の問題として論じられてきた。しかし，本論では表象される側であった故郷において内在的に，あ
るいは相互交渉的に語られる故郷の物語に注目する。同時に現代において故郷からの移動の経験を
身体化し，故郷と新たな生活の場としての「第二の故郷」との距離をはかりつつ生活する人びとに
よってどのように再構成されているのかに焦点をあてる。
　以上の目的を検証するために石川県輪島市門前町七浦地区にあった七浦小学校の同窓会の会誌を
取りあげる。この同窓会は明治の終わりに成立して以来，本部を七浦地区におき，地元の卒業生と
出郷者との交流を目的とした会誌を発行してきた。ここでは質量ともに会誌がもっとも充実してい
た 1980 年代中頃から 90 年代にかけての誌面に登場する記事の検証を行う。近代初期に移動によっ
て生み出された故郷の物語が，世代を超えて続く地域間の往還の経験や，世帯や家格に関係なく生
じる離郷経験のなかで，物語そのものの解体，ないしは内破にむかう可能性について考えていく。
現実の故郷はひたすら過疎化し，高齢化していくなかで，故郷の物語がどのように語られていくの
か，その徴候をこの時期の会誌から読み解いていきたいと考える。
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